
袋
井
市
議
会
９
月
定
例
会
報
告 

 

市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
２８

日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
２１
議
案
の
審
査
と

採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
可
決
認
定
に
。
議
員

提
出
議
案
２
件
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
は
平
成
２８
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
決
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
、
水
道
事
業
会

計
決
算
の
３
つ
の
決
算
認
定
に
反
対
し
、
浅
田

二
郎
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

 

１
億
１
１
０
０
万
円
追
加
、
総
額
３
２
９
億
５

１
０
０
万
円
に
。
補
正
の
主
な
理
由
は
産
地
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
（
農
業
振
興
関
連
）
５

７
７
８
万
円
余
②
県
の
ふ
じ
の
く
に
少
子
化
突
破

戦
略
応
援
事
業
８
１
０
万
円
③
職
員
退
職
手
当
基

金
積
立
金
１
億
９
０
０
０
万
円
④
各
種
建
設
事
業

で
の
国
・
県
補
助
額
決
定
に
伴
う
対
象
事
業
の
変

更
１
億
６
５
４
８
万
円
余
の
減
額
な
ど
で
す
。 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

 

３
２
０
０
万
円
追
加
、
総
額
３
２
９
億
８
３
０

０
万
円
に
。
全
額
衆
議
院
選
挙
執
行
の
た
め
の
選

挙
費
用
で
、
国
か
ら
の
委
託
金
で
賄
い
ま
す
。 

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定 

 

歳
入
総
額
３
３
５
億
５
８
４
万
円
余
、
歳
出
総

額
３
２
５
億
９
７
４
７
万
円
余
、
実
質
収
支
額
８

億
９
８
７
５
万
円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
２８
年
度
は
第
２
次
総
合
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
防
潮
堤
整
備
「
ふ

く
ろ
い
幸
浦
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
や
湊

西
地
区
、
東
同
笠
・
大
野
地
区
命
山
の
整
備
、
笠

原
こ
ど
も
園
の
建
設
、
ソ
フ
ト
面
で
は
袋
井
宿
開

宿
四
〇
〇
年
記
念
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
進
・
成
果
は
あ
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
問
題

点
を
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。 

大
企
業
優
遇
企
業
誘
致
に
多
額
の
補
助
金 

 

平
成
２８
年
度
も
用
地
費
な
ど
に
応
じ
て
交
付

す
る
工
場
立
地
奨
励
補
助
金
７
７
３
０
万
円
余
が

２
社
に
、
固
定
資
産
税
相
当
額
を
３
年
間
補
助
す

る
産
業
立
地
事
業
費
補
助
金
１
億
１
５
１
８
万
円

余
が
５
社
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
費
支
出
は
不
適
切 

 

市
長
交
際
費
か
ら
年
会
費
１６
万
円
が
支
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、市
長
個
人
で
負
担
す
べ
き
で
す
。 

六
ケ
所
村
核
燃
料
再
処
理
施
設
視
察
は
問
題 

 

２
兆
２
０
０
０
億
円
も
投
入
し
な
が
ら
破
た
ん

が
明
確
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
へ
議
員
全
員
で

多
額
の
市
費
を
使
っ
た
視
察
は
市
民
の
理
解
は
到

底
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

平
成
２８
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
決
算
認
定 

 

法
定
外
繰
入
金
を
５
６
０
０
万
円
も
減
額
し
な

が
ら
３
億
円
を
こ
え
る
実
質
収
支
額
を
出
し
、
基

金
は
７
億
５
０
２
２
万
円
余
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

基
金
を
活
用
し
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下

げ
を
行
う
べ
き
で
し
た
。 

平
成
２８
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定 

 

平
均
４
・
２
％
の
料
金
改
定
で
給
水
収
益
は
５

１
２
７
万
円
余
の
増
額
に
。
１
億
８
３
７
１
万
円

余
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
遠
州
広
域

水
道
と
の
過
大
な
受
水
契
約
で
年
間
１
億
５
千
万

円
余
の
余
分
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
早

急
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
袋
井
市
が
提
出 

「
白
雲
荘
」
を
機
能
移
転
す
る 

方
針
に
関
す
る
陳
情
書
を
採
択 

市
の
方
針
は 

老
人

福
祉
セ

ン
タ
ー

「
白
雲

荘
」
は
、

６
０
歳

以
上
の

高
齢
者

を
対
象

に
し
た

教
養
の

向
上
、
趣

味
活
動
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
生
き
が
い
や
健

康
づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
昭
和
５２
年
度
建
設
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

近
年
、
冷
房
機
器
の
不
調
な
ど
や
雨
漏
り
も
発

生
、
多
額
の
修
繕
費
が
必
要
と
の
調
査
結
果
も
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
便
器
の
洋
式
化
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
時
代
に
合
わ
せ
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
は
多
額
の
修
繕
費
を
か
け
維
持
し
て
い
く
よ

り
も
、
健
康
増
進
施
設
「
風
見
の
丘
」
に
「
白
雲

荘
」
の
機
能
を
移
し
、
健
康
と
高
齢
者
福
祉
の
増

進
を
目
的
と
し
た
複
合
型
施
設
と
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
風
見
の
丘
の
多
目
的

室
改
修
の
基
本
設
計
予
算
を
計
上
。
移
転
に
向
け

準
備
を
進
め
て
き
ま
ま
し
た
。 

陳
情
趣
旨
は 

「
白
雲
荘
の
機
能
を
風
見
の
丘
へ
移
転
さ
せ
よ

う
と
す
る
当
局
方
針
は
，
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
あ
り
方
に
自
ら
歯
止
め
を
か
け
る
に
等
し

い
も
の
」「
移
転
先
の
風
見
の
丘
は
面
積
的
に
も
狭

く
、
増
築
、
増
設
が
な
い
限
り
、
ど
の
よ
う
に
施

設
内
改
修
が
さ
れ
て
も
白
雲
荘
機
能
縮
小
は
明
ら

か
で
あ
る
」「
明
確
な
高
齢
者
福
祉
の
展
望
を
持
た

ず
、
財
政
の
効
率
化
を
優
先
さ
せ
る
市
民
不
在
の

当
局
方
針
は
、
袋
井
市
の
高
齢
者
福
祉
の
後
退
に

な
る
ば
か
り
か
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
厳
し
く
懸
念
を
示

す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

陳
情
事
項
は
①
時
間
を
か
け
将
来
の
「
高
齢
者
福

祉
施
策
・
施
設
の
在
り
方
」を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

②
白
雲
荘
の
利
用
者
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
市
民

の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
。 

審
査
結
果
は
採
択 

 

民
生
文
教
委
員
会
で
審
議
を
行
い
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
役
員
か
ら
意
見
聴
取
。
市
か
ら
、「
①
予
算
を

考
慮
し
活
動
の
場
の
確
保
を
図
る
。
現
状
維
持
、

風
見
の
丘
の
改
築
、
増
築
の
３
案
に
つ
い
て
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
示
す
ほ

か
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
②
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
市
民
と
も
議
論
を
深
め
て

い
く
。」
と
の
対
応
方
針
が
示
さ
れ
、
経
緯
を
見
守

る
と
し
て
「
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。 

議
員
提
出
２
つ
の
意
見
書
を
可
決 

 

「
道
路
整
備
に
係
る
補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」、「
奨
学
金
制
度
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

国
に
提
出
し
ま

し
た
。 

 

日
本
共
産
党

市
議
団
は
今
議

会
に
、「
静
岡
県

国
民
健
康
保
険

運
営
に
関
す
る

意
見
書
（
案
）」

と
「
奨
学
金
制
度

の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）」

の
二
つ
の
意
見

書
（
案
）
を
提
出
。
会
派
間
の
協
議
・
調
整
の
結

果
、
前
者
は
廃
案
に
、
後
者
は
文
面
の
修
正
を
行

い
上
程
・
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

日本共産党 
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